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久
能
山
東
照
宮 

絶
景
へ
の
一
一
五
九
段

静
岡
営
業
所　

堀 

裕
佳
里

　

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど

う
す
る
家
康
」
は
徳
川
家
康
の
生
涯
を
描
い
て

い
ま
す
が
、
彼
は
駿
府
城
で
生
涯
を
終
え
、
遺

言
に
従
い
御
遺
体
は
静
岡
市
駿
河
区
の
「
久
能

山
東
照
宮
」
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
能
山
東
照
宮
は
全
国
で
最
初
に
創
建
さ
れ

た
東
照
宮
で
あ
り
、
家
康
公
の
愛
し
た
駿
河
湾

の
景
色
が
見
渡
せ
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
参
拝

に
は
表
参
道
を
歩
く
方
法
と
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
行
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ス
ス
メ
は
海
側
の
表
参
道
。
そ
の
石
段

は
一
一
五
九
段
あ
り
、
地
元
で
は
「
い
ち
い

ち
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
九
五
七
年
に
「
日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
が

開
通
す
る
ま
で
は
、
こ
の
表
参
道
が
唯
一
の
参

拝
路
だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
人
々
を
寄
せ
付

け
な
い
聖
域
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

段
差
も
バ
ラ
バ
ラ
で
キ
ツ
ー
イ
石
段
を
登
り

切
る
と
一
ノ
門
に
到
着
し
、
そ
の
入
り
口
か
ら

は
ご
褒
美
と
し
て
駿
河
湾
が
一
望
で
き
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
境
内
を
進
み
、
国
宝
で
も
あ

る
御
社
殿
の
更
に
奥
に
進
む
こ
と
約
四
十
段
。

や
っ
と
家
康
公
の
御
神
廟
（
墓
所
）
へ
と
到
着

し
ま
す
。

　

天
下
泰
平
の
礎
を
築
い
た
家
康
公
と
そ
の
歴

史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
静
岡
の
景
色
を
眺

め
ら
れ
る
久
能
山
東
照
宮
。
大
河
ド
ラ
マ
の
ゆ

か
り
の
地
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

ち
ろ
ん
一
一
五
九
段
の
石
段
を
登
り
切
っ
た
先

に
あ
る
感
動
に
期
待
を
し
て
、
迷
わ
ず
表
参
道

か
ら
。
筋
肉
痛
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
…
…

　１９９２年の正殿の再建以来、かつ

ての琉球王国をしのばせる沖縄のシ

ンボルとして親しまれてきた首里城。

２０１９年２月に首里城公園はようや

く園内全ての整備が終了しました。

これが突然の大火災に見舞われたの

は同年１０月３１日未明のこと。正殿

など７棟の再建建造物のほか多くの

収蔵展示品も焼失し、沖縄県民はも

とより日本国民皆が悲しみに打ちひ

しがれました。

　しかしすぐに再建に向けたアク

ションが各方面から立ち上がり、

２０２２年１１月には正殿の工事が着手

されるなど園内各箇所で復興が加速

しています。

　この工事において、正殿など焼失

建造物が集中する中心の広場「御
う な ー

庭」

のレベルまで工事車両と資材を導入

するための仮設道路の補強盛土工法

として採用されたのが、岡三リビッ

ク納入の「テラグリッド」です。

　テラグリッドは、耐候性に優れた

高密度ポリエチレン樹脂製土留め材

「グランドセル」と、樹脂複合材を格

子状に成形した盛土・地盤補強用ジ

オグリッド「トリグリッドＥＸ」を組

み合わせたもの。壁面の構築に根入

れが不要なため、本工事のように既

設管理道路上に仮設で構築するケー

スで非常に有用です。

　また、部材が軽量で作業も簡便、

締固めの層厚管理も容易であるなど、

大型重機等を使用することなしに迅

速な施工を可能にします。

　正殿の再建に向けては、県産材は

じめ多方面から調達する木材や６万

枚に及ぶ赤瓦などの準備が進められ

ており、そうした材料の搬入路とし

てこの仮設道路が貢献することはた

いへん名誉なことと思います。

首里城再建の要、搬入路を造成 テラグリッド

沖縄・首里城公園
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工
場
で
作
る
家

　

昨
年
、
東
京
・
銀
座
か
ら
ひ
と
つ
の
名
建
築

が
消
え
た
。
「
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
」
と
い

う
、
ユ
ニ
ッ
ト
構
造
に
よ
り
建
物
の
拡
張
や
改

築
を
容
易
に
す
る
「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
思
想
」
を

体
現
し
た
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
（
黒
川
紀

章
設
計
・
一
九
七
二
年
竣
工
）
だ
っ
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
拡
張
や
改
築
の
な
い
ま
ま
に
老

朽
化
で
解
体
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
よ
り
現
実
的
な
形
で
当
時
の
住
宅

市
場
に
登
場
し
た
の
が
「
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
」

と
い
う
名
の
、
一
件
の
戸
建
て
を
複
数
の
箱

ユ
ニ
ッ
ト
で
構
成
す
る
工
業
化
住
宅
だ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
住
宅
産
業
の
展

覧
会
で
、
積
水
化
学
工
業
社
の
ブ
ー
ス
だ
け
開

催
日
が
迫
っ
て
も
基
礎
が
あ
る
だ
け
。
そ
こ
に

突
然
ト
ラ
ッ
ク
が
数
台
や
っ
て
き
て
あ
っ
と

い
う
間
に
上
棟
し
他
社
の
度
肝
を
抜
く
と
い

う
衝
撃
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
。
施
工
工
程
の
九

割
が
工
場
と
い
う
ハ
イ
ム
は
手
頃
な
価
格
も

あ
っ
て
す
ぐ
に
人
気
を
獲
得
し
た
。

　

ハ
イ
ム
は
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
か
ら
さ
ら
に
踏

み
込
み
、
ユ
ニ
ッ
ト
再
生
や
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の

移
築
販
売
な
ど
、
容
易
に
分
解
可
能
で
あ
る
こ

と
を
活
か
し
た
エ
コ
な
サ
ー
ビ
ス
も
後
に
展

開
。
世
界
的
に
見
て
も
こ
こ
ま
で
商
業
的
に
成

立
し
た
工
業
化
住
宅
は
稀
だ
と
い
う
。

　

た
だ
、
最
近
販
売
し
て
い
る
商
品
は
ユ
ニ
ッ

ト
構
造
で
あ
る
こ
と
を
極
力
消
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
多
い
よ
う
だ
。
私
な
ど
は
い
か
に
も
ユ

ニ
ッ
ト
で
す
と
明
快
に
主
張
し
て
い
る
最
初

期
の
ス
タ
イ
ル
が
恋
し
い
の
だ
け
れ
ど
。

　去る８月１～４日、北海道・札幌ドー

ムにて、下水道の構築、維持管理か

ら更生まで下水道に関連する様々な

サービスや工法を一堂に集めた展示

会「下水道展'２３札幌」が開催され

ました。東京より北での開催は今回

下水道展'２３札幌

　帯状の硬質塩化ビニル部材 ( ストリップ ) を管

路内で螺旋状に製管しながら更生管を形成しま

す。ストリップかん合用の機具以外に特殊な機

器は不要で、迅速かつ容易に管更生工事を進め

ることができます。

　ストリップ材はオス・メス形状のかん合構造

を採用し、製管時にかん合部に接着剤を塗布し

ながらスパイラル状に接合していくため、水密

性の高い更生管が生成されていきます。屈曲部

でもかん合部の外れがなく、耐震性試験でレベ

ル２の地震動相当をクリア、また既設管との隙

間は充填材が注入されるため、既設管と一体と

なった強固な管きょを形成します。

　ガラス繊維製不織布に光硬化性樹脂を含浸し

た「SORS Liner」を用いる、紫外線照射によ

る管更生工法です。マンホールから既設管内に

SORS Liner を引込み送風機によってその内部

を拡径した後に光照射装置「ＵＶチェーン」を

挿入し、管を形成していきます。

　その施工は管径φ３００ｍｍ×延長Ｌ３０ｍの

条件でわずか４時間程度と超スピーディ。ＵＶ

チェーンにはカメラが装着されているため、常

に高い品質を保持した仕上がりを実現します。

また施工車両１台に施工機材と発電機及び材料

等一式を積載できるため、経費縮減や作業員負

担の軽減にも貢献します。

が初とあって、３００近い出展各社各

団体とも力の入った内容で会場を賑

わせていました。

　岡三リビックでは現場条件に応じ

て最適なご提案が可能な管更生工法

を取り揃えており、この展示会でも

「ＳＷライナー工法」及び「Ｊ-ＴＥＸ
工法」両協会会員としてのブース出

展のほか、日本管更生技術協会（ＪＰ
Ｒ）の展示へも参画するなど多角的に

アピール。それぞれに多くの方々の

ご訪問を頂きました。

UV チェーン（小～中口径用）

施工状況

施工器具イメージ

ソ　ー　ル　ス　ラ　イ　ナ　ー


